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水と気候変動の関係

「CDP水セキュリティレポート2020報告会×Water Project」、オンライン、2021年3月9日
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http://hydro.iis.u-tokyo.ac.jp/横畠ら、投稿中。環境省S-10/S-14の成果。
Yokohata et al. (2019) のデータを利用して作図。
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日本全体・全季節の平均
平均的に見れば、日本域で降水量極値を決める大きな要因は水蒸気量
寒い地域の方が温暖化で極端に強い降水が増大する可能性大
（10分間降水強度では降水強度の気温依存性の「頭打ち」見られず）

上位1%の雨の強さ

(Utsumi et al., 2011)

アメダス観測
値に基づく

暑い日には強い雨が降りやすい
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日本における洪水による犠牲者ならびに経済的損失
─1875(明治8)年～2019(令和元年)年、2005年の経済価値に換算─

1875年～2013年については「平成25年水害統計調査明治以降の水害被害額等の推移（表－44）」より
2014年以降の被害額は国土交通省公表額を2005(平成17)年を基準に総合物価指数を用いて重みづけを行った．
2019年死者・行方不明者数は令和2年度防災白書を参照

（『水の日本地図』に中村晋一郎博士加筆）

億円
/年

人
/年
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水害被害額（億円）

死者・行方不明者数

中村晋一郎
『洪水と確率』
(東京大学出版会)
3月26日発売!!

死者→

←被害額
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主な風水害等による保険金支払例 (損保協会調べ)

ファクトブック2020「日本の損害保険」

地震では東日本大震災(12,749億円)、熊本地震(3,753億円)、大阪北部地震(1,072億円)
以外は1,000億円未満。損保にとって地震より水害リスクが重大

5https://www.sonpo.or.jp/report/publish/gyokai/0003.html

自然災害被害による2019年度の損害保険金の支払総額1兆2200億円
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The human cost of disasters: an overview of the last 20 years (2000-2019)  by UNDRR
https://www.undrr.org/publication/human-cost-disasters-overview-last-20-years-2000-2019

自然災害種別・報告数の比較
by UNDRR based on EM-DAT

1980-99 vs 2000-19

旱魃 地震 熱波 洪水 土砂崩れ 地滑り 暴風雨 噴火 野火
x1.29 x1.24 x3.32 x2.34 x1.48 x0.48 x1.40 x1.21 x1.46
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減少 (乾燥化) 増大

増大 減少

低水流量
Q95 流量の変化(%)

洪水頻度
20世紀における百年に1度の
洪水が21世紀には何年に1
度に変化するのか

洪水頻度と低水流量の将来変化
(RCP8.5に対する11の気候モデルの中間値。 1971-2000年に対する2071-2100年の変化)

Hirabayashi et al.,
(Nature Climate Change, 2013)
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AR5-WGII
Chapter 3
Figure 3-6: 

a)
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企業の水リスク対応
短期的な直接・間接の水リスク

自然災害(洪水、渇水、暴風雨…)とBCP

長期的な変化に伴う水リスク

気候変動による水リスクの変化

社会構造、制度、法令の変化への不適応

Reputation Risk
(長期)投資家への情報開示株価

新入社員、生活者(エシカル消費)…
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水循環は気候システムの主な要素

気候の変化は水循環の変化

増減に加えて極値の変化に注意

気候変動は水を通じて社会に影響を及ぼす

水災害、水不足サプライチェーンにも留意必要

気候変動対策への適応も考える必要あり

長期投資家の水リスク管理への高い関心
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「水と気候変動と持続可能な開発」研究会
座長：沖大幹

東京大学大学院工学系研究科
社会基盤学専攻・地球人間圏研究室

申込先：一般財団法人総合研究奨励会
理事堀雅文
m-hori@togo.t.u-tokyo.ac.jp
Phone/Fax.: 03-5841-7661
http://www.erf.or.jp

連絡先：東京大学大学院工学系研究科
社会基盤学専攻・地球人間圏研究室
武内 (m-take@g.ecc.u-tokyo.ac.jp)

人類が経験したことのない高温・豪雨リスクに暴露される地域。
色の濃淡は0.5度格子内の人口に対応。(未発表資料)

研究会の主題と運営
企業の水・気候変動リスク管理と情報開示

地球規模課題をめぐる世界の最新動向

 2～3か月に1度2～3時間の研究会を開催

構成メンバー
沖 大幹 東京大学・教授 (水、気候変動、
持続可能な開発)

伊坪 徳宏 東京都市大学・教授 (LCA)

民間企業・事業系

民間企業・水コンサルタント

外部講師(予定): IPCC、CDP、UN-
Water、大口長期投資家、監査法人、…
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